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水産教室の模様（２）

北牟婁郡紀伊長島町の小学生35名が、総合学習の時間を利用して地元の有力産業である漁業を勉強しました。今回はその２回目です。市場から戻ってきて本格的に水産業の勉強を開始しました。
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　座学が始まりました。
　コーディネータである県民局の藤島さんから、今日の総合学習の説明がありました。
　今日は、先ほど見た競り見学、そして漁協の組合長さんのお話、魚の名前調べ、ロープワーク、漁業者さんのお話、市場見学というスケジュールです。目新しいことばかりだから、飽きる暇もないですよ。みんなきちんと座って、真剣に聞き入っていました。
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漁協組合長の話
５月から新しく漁協の組合長に就任された石倉貞二さんです。巻網漁業を営んでいることから、海の環境をまもることまで、わかりやすくお話してくれました。まぐろと一緒に泳いだことがある話では、小学生は目を丸くしていました。
その後、事前に学校で考えてきた質問を組合長さんに聞いていました。
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魚の名前調べ（１）
さきほど市場でもらってきた魚の名前を調べました。いったいどんな魚が紀伊長島町にはいるのだろうか？興味津々に図鑑に見入っていました。
へびみたいな魚。イカといっても、どんなイカ？なんという魚？など、少し難しかったかもしれません。　
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魚の名前調べ（２）
答えは、左上から、イボダイ、ヤリイカ、ゴテンアナゴ、カタクチイワシ、ミナミハタンポ、ゴマサバでした。ゴマサバ、カタクチイワシはたくさん揚がっています。マサバとの違いとか、マイワシとの違いは分かったかな？でも、大丈夫。私たち水産業改良普及員が調べもののお手伝いしていました。
